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在越日系企業におけるベトナム人中間管理職の現状と課題
Current Situations and Issues of Vietnamese Middle Manager of 
















The purpose of this paper shows the current situations and issues of Vietnamese middle 
manager of Japanese corporation in Vietnam, especially in Hanoi, with the partial equilibrium 
model of efficiency wage.  In this article the Solow condition is still effective even with the 
extended model including middle managers so that the condition of unity labor efficiency 
elasticity with respect to workers’ wage rate is applied to salary of middle managers as well. 
Japanese corporations have some problems about job-hopping by Vietnamese workers and 
managers, moreover they feel shortage of Vietnamese middle managers, and especially who 
speak Japanese.  We make some proposals for preventing Vietnamese middle managers in 
Japanese corporations from job-hopping.
Keyword：Middle manager, Efficiency wage, Japanese corporation, Solow condition, Elasticity 


























































































（1） X = X (α1 (w1, A1) N1),
 X’≡dX/d (α1N1) > 0,




















































（2） A1 = A1 (α2 (w2) N2),
 A’1≡dA1 / d (α2N2) > 0,































 αｗ2≡dα2/dw2 > 0,

































 X’ = w1N1 /α1N1.
また、一般労働者の実質賃金に関しては、





























































































































（9） A1 = A1 (α2 (w2, A2) N2),
 A2 = A2 (α3 (w3, A3) N3),
 ……………………………
 Aj = Aj (αj+1 (wj+1, Aj+1) Nj+1),
 ……………………………


















（11） π≡X－ΣwiNi,　i = 1, 2, …, I,
となる。Niに関する利潤最大の１階の条件は、
（12） ∂π/∂Ni =αiX’ΠNjΠαAjΠA’j－wi = 0,
 j = 1, 2, …, i-1,
ただし、上式の右辺において、
 αAi≡∂αj /∂Aj,　j = 1, 2, …, i-1,
 A’j≡∂Aj /∂(αj+1Nj+1),　j = 1, 2, …, i-1,
である。同様に、wiに関する利潤最大の１階の
条件は、
（13） ∂π/∂wi =αwiX’ΠNjΠαAjΠA’j－1 = 0,
 j = 1, 2, …, i-1,
ただし、上式において、右辺第１項の係数の定
義は、
 αwi≡∂αi /∂wi,　i = 1, 2, …, I.
かくして、Solow（1979）条件が次のように一般
化される。


























（15） {Σ[wt / (1+ρ)t] } / T > wr,














































































































































































































































































 (w2 + k) N2
となる。したがって、前出の管理効率関数は、




 αw2 ≡∂α2 /∂w2 > 0,















































（7）’ ∂π/∂w2 = X’N1αA1A’1N2αw2－N2 = 0,




















job-hoppingの 原 因 と な る。 そ こ で、（7）’，
（17），（18）より、Solow（1979）条件は以下の
ように修正される。































































































順位 國・地域 回答社数 得票率（%）
1（  3） インドネシア 219（215） 44.9（41.8）
2（  2） インド 213（290） 43.6（56.4）
3（  4） タイ 188（165） 38.5（32.1）
4（  1） 中国 183（319） 37.5（62.1）
5（  5） ベトナム 148（163） 30.3（31.7）
6（  6） ブラジル 114（132） 23.4（25.7）
7（  7） メキシコ 84（  72） 17.2（14.0）
8（10） ミャンマー 64（  51） 13.1（  9.9）
9（  8） ロシア 60（  64） 12.3（12.5）
10（  9） アメリカ 54（  53） 11.1（10.3）
11（15） フィリピン 39（  21） 8.0（  4.1）
12（11） マレーシア 37（  36） 7.6（  7.0）
13（12） 韓国 28（  23） 5.7（  4.5）
14（14） 台湾 23（  22） 4.7（  4.3）
14（12） トルコ 23（  23） 4.7（  4.5）
16（16） シンガポール 19（  16） 3.9（  3.1）
17（17） カンボジア 12（  13） 2.5（  2.5）
18（20） ドイツ 10（   6） 2.0（  1.2）
18（23） 南アフリカ 10（   3） 2.0（  0.6）













































ワーカー（一般工職） 145（  3,026,642） 148（  3,084,996） 107（  2,233,333）
エンジニア（中堅技術者） 342（  7,126,956） 297（  6,186,388） 168（  3,500,000）
中堅管理職（課長クラス） 787（16,397,794） 653（13,603,489） 336（  7,000,000）
非製造業スタッフ（一般職） 418（  8,713,621） 440（  9,173,513） 320（  6,669,000）
非製造業マネージャー（課長クラス） 976（20,318,250） 1,222（25,443,794） 830（17,284,667）
法定最低賃金 113（  2,350,000） 113（  2,350,000） 101（  2,100,000）
（データ）JETRO（2013b）より作成
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